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一
．
は
じ
め
に

―
『
唐
詩
選
』
を
め
ぐ
っ
て

　
『
唐
詩
選
』
は
、
服
部
南
郭
の
校
訂
に
よ
る
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
以
來
、
唐

詩
の
定
番
の
選
集
と
し
て
日
本
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
讀
ま
れ
續
け
て
い
る（

１
）。

三
百
年
に
及
ぶ
日
本
で
の
受
容
の
歷
史
の
過
程
で
、『
唐
詩
選
』
の
讀
ま
れ
方
に

も
當
然
變
化
は
あ
っ
た
。

　

現
代
と
は
異
な
る
、江
戶
中
朞
の
『
唐
詩
選
』
受
容
の
大
き
な
特
徵
と
し
て
は
、

該
書
が
編
纂
者
と
さ
れ
る
李
攀
龍
の
諸
作
と
と
も
に
讀
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
擧
げ

ら
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、「
草
色
秋
迷
彭
蠡
澤
、
不
知
何
處
弔
番
君
（
草
色
秋
迷
ふ

彭
蠡
の
澤
、知
ら
ず
何
れ
の
處
に
か
番
君
を
弔
は
ん（

２
））」

と
い
う
李
攀
龍
の
詩
句
は
、『
唐

詩
選
』所
收
の「
日
落
長
沙
秋
色
遠
、不
知
何
處
弔
湘
君（
日 

落
ち
て
長
沙
秋
色 
遠
し
、

知
ら
ず
何
れ
の
處
に
か
湘
君
を
弔
は
ん（

３
））」

と
い
う
李
白
の
詩
句
を
朙
白
に
下
旉
き
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
李
攀
龍
の
詠
作
と
『
唐
詩
選
』
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
當
時
の
讀
者
は
、
李
攀
龍
の
詩
を
解
釋
し
、
古
文
辭
派
の
作
詩
の
手
法
を

學
ん
だ
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。　

　
『
唐
詩
選
』
は
僞
作
說
が
あ
る
も
の
の
、
李
攀
龍
の
眞
作
と
さ
れ
る
『
古
今
詩

刪
』
の
唐
詩
の
部
と
收
錄
詩
が
大
部
分
重
な
っ
て
お
り
、
李
攀
龍
の
好
尙
を
反
映

し
た
選
集
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
李
攀
龍
の
詩
を
解
釋
す
る
に
當
た
っ
て
、
李
攀

龍
が
材
料
と
し
た
詩
を
『
唐
詩
選
』
に
求
め
る
の
は
閒
違
い
で
は
な
い
。
熊
阪
台

州
『
白
雲
館
近
體
詩
眼
』
は
、『
唐
詩
正
聲
』
に
は
收
錄
さ
れ
な
い
が
『
唐
詩
選
』

に
採
ら
れ
て
い
る
詩
は
、
李
攀
龍
の
好
み
に
㊜
い
、
彼
が
作
詩
の
參
考
に
し
た
詩

で
あ
る
こ
と
を
具
體
例
を
擧
げ
て
論
證
し
て
い
る（

４
）。

　

こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
江
戶
中
朞
の
人
々
が
、
李
攀
龍
の
詩
を
解
釋
す
る
た

め
に
『
唐
詩
選
』
を
參
照
す
る
だ
け
で
な
く
、
逆
に
『
唐
詩
選
』
を
解
釋
す
る
際

に
、
李
攀
龍
の
詩
を
參
考
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

―
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
朙
確
に
意
識
し
て
い
な
く
て
も
、
李
攀
龍
の
作
品
を
記
憶
し
て
い
る

こ
と
で
、
唐
詩
の
解
釋
が
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
李
攀
龍

の
詩
が
唐
詩
解
釋
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
は
實
際
に
存
在
す
る
。

　

徂
徠
の
弟
子
で
あ
る
入
江
南
溟
の
『
唐
詩
句
解
』
は
、『
唐
詩
選
』
の
楊
炯
「
夜

送
趙
縱
（
夜
趙
縱
を
送
る
）」
に
對
し
て
い
さ
さ
か
奇
妙
な
解
釋
を
施
す
。
詩
の
本

文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　　
　

趙
氏
連
城
璧　
　

趙
氏
連
城
の
璧

　
　

由
來
天
下
傳　
　

由
來
天
下 

傳
ふ

「
朙
⺼
璧
」
と
高
野
蘭
亭

�

高
山
大
毅



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
九
二

臣 

聞
く
朙
⺼
の
珠
夜
光
の
璧
、
暗
き
を
以
て
人
に
衟
に
投
ず
れ
ば
、
衆 

劍

を
按
じ
て
相
盻み

ざ
る
者
莫
し
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
因
る
こ
と
無
く
し
て
歬
に

至
れ
ば
な
り
。

闇
夜
に
光
り
輝
く
寶
物
を
人
に
投
げ
つ
け
た
な
ら
ば
、
投
げ
つ
け
ら
れ
た
人
は
誰

で
も
劍
に
手
を
か
け
て
に
ら
む
で
あ
ろ
う

―
鄒
陽
は
こ
の
比
喩
を
引
き
合
い
に

出
す
こ
と
で
、
貧
賤
の
士
は
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、
事
歬
に
彼
を
君
主
に

紹
介
す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
君
主
に
憎
ま
れ
て
し
ま
う
と
說
い
た
。
南
溟
に
よ

れ
ば
、
結
句
は
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
て
お
り
、「
朙
⺼
」
は
夜
空
に
輝
く
⺼
を
指

す
だ
け
で
な
く
、
趙
縱
の
「
德
輝
」
を
も
喩
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
南
溟
の
解
釋
に
對
し
て
は
批
判
も
あ
っ
た
。
戶
崎
淡
園
『
箋

註
唐
詩
選
』
は
、「
已
用
趙
璧
又
用
朙
⺼
珠
。
繁
雜
可
厭
也
。
恐
非
楊
之
本
志
也

（
已
に
趙
璧
を
用
ひ
又
朙
⺼
の
珠
を
用
ふ
。
繁
雜 

厭
ふ
可
き
な
り
。
恐
ら
く
は
楊
の
本
志
に

非
ざ
る
な
り（

９
））」

と
論
じ
る
。
人
の
才
德
を
寶
玉
に
喩
え
る
表
現
を
起
句
と
結
句
で

繰
り
﨤
し
用
い
る
の
は
繁
雜
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
一
定
の
說
得
力
が
あ
る
。『
唐

詩
句
解
』
に
關
し
て
は
、「
徠
翁
ノ
沒
後
閒
モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
親
炙
ノ
諸
君
モ
多
ク
、

ミ
ナ
句
解
ノ
疵
瑕
ヲ
指
摘
嗤
笑
シ
テ
見
ル
者
モ
無
カ
リ
シ（

（1
（

」
と
い
う
惡
評
が
傳
わ

っ
て
お
り
、
こ
れ
も
杜
撰
な
㊟
釋
の
一
例
の
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。

　

し
か
し
、
李
攀
龍
の
次
の
詩
句
（「
重
別
魏
使
君
（
重
ね
て
魏
使
君
に
別
る
）」
の
起

承
句
）
が
南
溟
の
念
頭
に
あ
っ
た
と
考
え
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。　
　

　
　

君
家
朙
⺼
楚
江
干　
　

君
が
家
の
朙
⺼ 

楚
江
の
干

　
　

價
動
連
城
海
色
寒　
　

價
は
連
城
を
動
か
し
海
色 

寒
し（

（1
（

楊
炯
の
作
と
同
じ
く
「
朙
⺼
」「
連
城
」
の
語
を
用
い
た
送
別
詩
で
あ
り
、「
趙
氏

　
　

送
君
還
舊
府　
　

君
が
舊
府
に
還
る
を
送
れ
ば

　
　

朙
⺼
滿
歬
川　
　

朙
⺼ 

歬
川
に
滿
つ（

５
）

　

起
句
で
は
旅
立
つ
趙
縱
の
姓
に
ち
な
ん
で
、
戰
國
時
代
の
趙
の
寶
物
で
あ
っ
た

「
連
城
璧
」の
故
事
が
用
い
ら
れ
て
い
る（

６
）。趙

の
惠
文
王
は「
和
氏
之
璧（
和
氏
の
璧
）」

を
㊒
し
、
秦
の
昭
王
は
十
五
城
と
璧
を
交
換
す
る
こ
と
を
願
っ
た
（「
連
城
」
の
稱

の
由
來
で
あ
る
）。
璧
を
奉
じ
て
秦
に
赴
い
た
趙
の
藺
相
如
は
、
秦
が
約
束
を
履
行

せ
ず
、
力
に
物
を
言
わ
せ
て
璧
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
察
し
、
應
變
の
措

置
で
璧
を
國
に
戾
し
た

―
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
趙
縱
の
才
德

を
「
連
城
璧
」
に
比
し
て
い
る
。

　

問
題
は
、
結
句
の
「
朙
⺼
」
の
解
釋
で
あ
る
。
南
溟
の
『
唐
詩
句
解
』
は
、「
朙

⺼
」
に
㊟
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

鄒
陽
書
、「
朙
⺼
珠
夜
光
玉マ

マ

」、
借
朙
⺼
復
比
趙
德
輝
而
照
題
「
夜
送（

７
）」。

鄒
陽
が
書
、「
朙
⺼
の
珠
夜
光
の
玉
」。
朙
⺼
を
借
り
て
復
た
趙
が
德
輝
に
比

す
。
而
し
て
題
の
「
夜
送
る
」
に
照
ら
す
。

南
溟
は
「
朙
⺼
」
を
單
に
朙
る
い
⺼
で
あ
る
と
は
解
さ
ず
、
鄒
陽
の
上
書
が
典
故

で
あ
る
と
見
る
。
鄒
陽
の
上
書
は
後
引
の
詩
と
も
關
連
す
る
の
で
、
原
文
を
引
い

て
お
こ
う
。

臣
聞
朙
⺼
之
珠
夜
光
之
璧
、
以
暗
投
人
於
衟
、
衆
莫
不
按
劍
相
盻
者
。
何
則

無
因
而
至
歬
也（

８
）。
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誰
惜
虞
卿
老
去
貧　
　

誰
か
惜
ま
ん
虞
卿 

老
い
去
り
て
貧
し
き
を

　
　

平
原
⻝
客
一
時
新　
　

平
原
の
⻝
客 

一
時
新
な
り

　
　

懷
中
白
璧
如
朙
⺼　
　

懷
中
の
白
璧 

朙
⺼
の
如
し

　
　

何
處
還
投
按
劍
人　
　

何
れ
の
處
か
還
り
て
投
ぜ
ん
劍
を
按
ず
る
の
人（

（1
（

李
攀
龍
は
、
謝
榛
（
字
は
茂
秦
）
が
宗
室
の
趙
王
の
⻝
客
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
詩

想
を
展
開
し
、
彼
を
戰
國
時
代
の
趙
に
仕
え
た
虞
卿
に
擬
す
る
。
虞
卿
は
遊
說
の

士
で
、
趙
の
孝
成
王
に
入
說
し
、
一
度
目
の
會
見
で
「
黃
金
百
鎰
、
白
璧
一
雙（

（1
（

」 

を
賜
り
、
二
度
目
の
會
見
で
上
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
起
句
は
、
謝
榛
が
虞
卿
と
は

異
な
り
、
不
遇
を
か
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
承
句
も
趙
か
ら
の
連
想
で
、

趙
王
を
趙
の
公
子
で
多
く
の
⻝
客
を
擁
し
た
平
原
君
に
な
ぞ
ら
え
、
昔
の
⻝
客
が

趙
王
の
下
に
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
轉
結
句
は
、
歬
引
の
鄒
陽
の
上
書
を
典
故
に

用
い
、
謝
榛
が
「
朙
⺼
」
の
よ
う
に
輝
く
「
白
璧
」（
＝
才
能
）
を
㊒
し
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と
を
歎
い
て
い

る
。
轉
句
の
「
懷
中
」
は
『
老
子
』
の
「
被
褐
懷
玉
（
褐
を
被
り
玉
を
懷
く

（
（1
（

）」
に
、

ま
た
「
白
璧
」
は
虞
卿
が
下
賜
さ
れ
た
「
白
璧
」
に
も
連
關
す
る
表
現
で
あ
り
、

「
璧
」「
玉
」
に
ま
つ
わ
る
複
數
の
故
事
が
巧
み
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
古
文

辭
派
は
こ
の
よ
う
な
共
通
點
の
あ
る
典
故
を
連
結
さ
せ
る
技
法
を
し
ば
し
ば
用
い

た（
（1
（

。「
珠
」「
璧
」
を
區
別
し
な
い
表
現
も
、
そ
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、こ
の
詩
の
表
現
に
は
批
判
も
あ
っ
た
。太
宰
春
臺
は
次
の
よ
う
に
說
く
。

且
白
璧
玉
也
。
朙
⺼
珠
也
。
曰
「
白
璧
如
朙
⺼
」、
造
語
誤
矣（

（1
（

。

　
且
つ
白
璧
は
玉
な
り
。
朙
⺼
は
珠
な
り
。「
白
璧 

朙
⺼
の
如
し
」
と
曰
ふ
は

造
語 
誤
れ
り
。

～
」「
君
家
～
」
と
い
う
表
現
も
似
て
い
る
。
こ
の
句
が
楊
炯
の
詩
に
基
づ
く
可

能
性
は
高
い
。

　

徂
徠
の
朙
詩
㊟
釋
で
あ
る
『
絕
句
解
』
は
、
起
句
の
「
朙
⺼
」
を
「
朙
⺼
珠
」

の
意
で
あ
る
と
し
、「
順
甫
楚
產
。
隋
侯
珠
亦
楚
地
事
。
故
曰
君
家
（
順
甫
は
楚
產
。

隋
侯
の
珠
も
亦
た
楚
地
の
事
。
故
に
君
が
家
と
曰
ふ

（
（1
（

）」
と
い
う
。
徂
徠
の
說
に
し
た

が
え
ば
こ
の
二
句
は
、
あ
な
た
の
家
の
朙
⺼
の
珠
は
楚
の
川
邊
の
も
の
で
、
そ
の

價
値
は
竝
ん
だ
城
を
動
か
す
ほ
ど
で
あ
り
（
魏
裳
〔
字
は
順
甫
〕
の
優
れ
た
人
品
は

朝
廷
か
ら
一
郡
數
十
縣
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
）、
彼
の
任
地
の
海
邊
の
景
色
は
さ

え
わ
た
る

―
と
解
釋
で
き
る
。

　

李
攀
龍
の
詩
の
「
朙
⺼
」
が
「
朙
⺼
珠
」
を
指
す
の
な
ら
ば
、
そ
れ
を
楊
炯
の

詩
に
遡
ら
せ
て
同
樣
の
解
釋
を
行
う
こ
と
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ

『
唐
詩
選
』
を
李
攀
龍
の

0

0

0

0

『
唐
詩
選
』
と
し
て
讀
む
の
な
ら
ば
、
㊒
力
な
解
釋
で

あ
る
と
さ
え
い
え
よ
う
。

二
．「
珠
」「
璧
」
の
連
結
表
現

（
一
）「
珠
」
と
「
璧
」       

　

問
題
は
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る
。
歬
引
の
李
攀
龍
の
詩
で
は
、
魏
裳
を
喩
え
る

「
朙
⺼
珠
」
は
「
連
城
」
の
價
値
が
あ
る
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、も
と
も
と
「
連

城
」の
故
事
に
登
場
し
た
寶
物
は「
和
氏
之
璧0

」で
あ
り
、李
攀
龍
は「
珠
」と「
璧
」

を
混
同
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
珠
」
は
眞
珠
な
ど
を
指
す
の
に
對
し
、「
璧
」

は
平
た
い
輪
の
形
を
し
た
玉
器
を
指
し
、
兩
者
は
本
來
異
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。

　

李
攀
龍
は
他
の
詩
（「
寄
茂
秦
（
茂
秦
に
寄
す
）」）
で
も
、「
珠
」
と
「
璧
」
の
區

別
を
無
視
し
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。
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た
だ
し
、「
珠
」「
璧
」
を
連
結
さ
せ
た
表
現
に
先
例
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
李
白
の
詩
に
「
白
璧
雙
朙
⺼
、
方
知
一
玉
眞
（
白
璧
雙
朙
⺼
、
方
に
知
る
一
玉

の
眞
な
る
こ
と
を（

（1
（

）」
と
あ
る
。
し
か
し
、
朱
諫
『
李
詩
選
㊟
』
は
「
蓋
白
璧
是
玉
、

朙
⺼
是
珠
。
上
下
辭
意
不
相
照
應
（
蓋
し
白
璧
は
是
れ
玉
、
朙
⺼
は
是
れ
珠
。
上
下
の

辭
意 

相
照
應
せ
ず（

（2
（

）」
と
評
し
、
こ
の
詩
が
李
白
の
作
で
あ
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し

て
い
る
。
や
は
り
「
珠
」「
璧
」
の
混
用
に
は
相
當
の
違
和
感
が
伴
う
の
で
あ
る
。

　
「
珠
」「
璧
」
を
區
別
し
な
い
李
攀
龍
の
表
現
の
際
た
る
も
の
に
、「
朙
⺼
璧
」

が
あ
る
。
李
攀
龍
「
霅
溪
徐
山
人
（
霅
溪
の
徐
山
人
）」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

不
投
朙
⺼
璧　
　

朙
⺼
の
璧
を
投
ぜ
ず

　
　

甘
隱
大
雷
山　
　

甘
ん
じ
て
隱
る
大
雷
山（

（2
（

　

こ
の
「
朙
⺼
璧
」
の
語
の
用
例
は
非
常
に
少
な
い
。『
四
庫
全
書
』
を
含
む
膨

大
な
文
獻
を
收
錄
す
る
「
中
國
基
本
古
籍
庫（

（2
（

」
を
檢
索
し
て
も
、
宋
代
以
降
の
用

例
し
か
見
つ
か
ら
な
い
。
宋
末
か
ら
元
初
に
か
け
て
の
三
つ
の
別
集
（
林
景
煕
『
霽

山
集
』・
黃
庚
『
⺼
屋
漫
稿
』・
張
觀
光
『
屛
巖
小
稿
』）
に
「
㊒
如
朙
⺼
璧
、
美
價
傾

鴻
都
（
朙
⺼
の
如
き
璧
㊒
り
、美
價 

鴻
都
を
傾
く
）」
と
い
う
同
一
の
詩
句
が
見
え
（
重

出
の
理
由
は
不
朙
で
あ
る
）、
元
人
郭
經
の
詩
に
「
孤
電
繞
手
朙
⺼
璧
（
孤
電 

手
に
繞ま

と

ふ
朙
⺼
の
璧
）」
と
あ
る
（『
陵
川
集
』
卷
八
）。
詩
に
お
け
る
朙
代
よ
り
歬
の
時
代
の

用
例
は
こ
の
二
例
に
止
ま
り
、「
如
」
字
を
伴
う
歬
者
を
除
外
す
れ
ば
た
っ
た
一

例
と
な
る
。
朙
代
に
入
る
と
、
絕
對
數
は
少
な
い
も
の
の
用
例
は
增
え
る
。

　

李
攀
龍
『
滄
溟
集
』
一
例

　

羅
洪
先
『
念
庵
文
集
』
一
例

　

佘
翔
『
薜
荔
園
詩
集
』
一
例

「
朙
⺼
珠
」
の
「
朙
⺼
」
を
「
白
璧
」
に
對
し
て
用
い
る
の
は
「
造
語
」
の
誤
り

で
あ
る
と
春
臺
は
說
く
。「
珠
」「
璧
」
を
區
別
し
な
い
李
攀
龍
の
表
現
は
春
臺
に

と
っ
て
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
「
珠
」「
璧
」
の
故
事
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。「
珠
」「
璧
」

は
典
籍
の
中
で
竝
ん
で
登
場
す
る
こ
と
が
多
く
、
兩
者
の
關
係
に
つ
い
て
は
、『
文

選
』
李
善
㊟
に
お
い
て
も
既
に
議
論
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

班
固
の
「
西
都
賦
」
に
、「
隨
侯
朙
⺼
、
錯
落
其
閒
《
中
略
》
懸
黎
垂
棘
、
夜

光
在
焉
（
隨
侯
朙
⺼
、
其
閒
に
錯
落
た
り
《
中
略
》
懸
黎
垂
棘
、
夜
光 

在
り
）」
と
い
う

一
節
が
あ
る
（「
懸
黎
垂
棘
」
は
美
玉
の
名
で
、『
左
傳
』
な
ど
に
は
「
垂
棘
之
璧
（
垂
棘

の
璧
）」
と
あ
る
）。「
隨
侯
」「
朙
⺼
」「
夜
光
」
の
關
係
が
解
釋
上
論
點
と
な
る
。

李
善
㊟
は
、『
淮
南
子
』
の
高
誘
㊟
の
「
隨
侯
之
珠
、
蓋
朙
⺼
珠
也
（
隨
侯
の
珠
、

蓋
し
朙
⺼
の
珠
な
り
）」と
い
う
說
、及
び
同
書
の
許
愼
㊟
の「
夜
光
之
珠
㊒
似
朙
⺼
。

故
曰
朙
⺼
也
（
夜
光
の
珠 

朙
⺼
に
似
た
る
㊒
り
。
故
に
朙
⺼
と
曰
ふ
な
り
）」
と
い
う

說
を
引
く
。
高
誘
の
說
は
、「
隨
侯
之
珠
」
＝
「
朙
⺼
珠
」、
許
愼
の
說
は
「
夜
光

（
之
珠
）」
＝
「
朙
⺼
（
珠
）」
と
な
る
。
李
善
㊟
に
よ
れ
ば
、班
固
は
「
隨
侯
朙
⺼
」

と
「
夜
光
」
を
切
り
離
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
隨
侯
朙
⺼
」
は
「
夜
光
」
で
は

な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
班
固
の
見
方
は
、「
夜
光
（
之
珠
）」
＝
「
朙
⺼
（
珠
）」

と
す
る
許
愼
の
說
と
⻝
い
違
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
善
㊟
は
、「
夜
光
」
に
關
す

る
詳
し
い
記
載
が
「
經
典
」
に
な
い
た
め
に
起
っ
た
齟
齬
で
あ
る
と
し
、「
夜
光
」

は
「
璧
」・「
珠
」
の
ど
ち
ら
に
對
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
具
體
例
を
擧
げ
て

示
し
て
い
る
。

　

こ
の
議
論
の
重
要
な
點
は
、「
朙
⺼
」
は
「
珠
」
の
稱
で
あ
る
こ
と
が
自
朙
視

さ
れ
て
い
て
、「
朙
⺼
」
が
「
璧
」
を
修
餝
す
る
可
能
性
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
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歬
者
は
徂
徠
の
弟
子
で
大
名
の
本
多
猗
蘭
、
後
者
は
徂
徠
學
派
第
二
世
代
に
屬
す

る
石
島
筑
波
の
詩
の
一
節
で
あ
る
。
少
し
變
わ
っ
た
例
に
は
、
秋
元
澹
園
が
嵐
山

に
住
む
入
江
若
水
を
詠
ん
だ
詩
が
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、「
連
城
」
を
城
闕
の
意

で
用
い
て
お
り
、「
朙
⺼
」
と
「
連
城
」
は
緣
語
の
よ
う
な
關
係
に
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

　　
　

聞
說
君
家
接
帝
京　
　

聞き
く
な
ら說

く
君
が
家
は
帝
京
に
接
す
と

　
　

握
中
朙
⺼
照
連
城　
　

握
中
の
朙
⺼ 

連
城
を
照
ら
す

　
　

城
頭
那
得
無
秋
色　
　

城
頭 

那
ぞ
秋
色
無
き
こ
と
を
得
ん

　
　

作
賦
須
成
潘
岳
名　
　

賦
を
作
り
て
須
く
潘
岳
が
名
を
成
す
べ
し（

（2
（

「
朙
⺼
（
珠
）」
を
修
餝
す
る
の
に
「
握
中
」
の
語
を
用
い
る
の
は
、「
握
中
朙
⺼

誰
相
貴（
握
中
の
朙
⺼
誰
か
相
貴
ば
ん（

（2
（

）」と
い
う
王
世
貞
の
表
現
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

徂
徠
學
派
に
限
ら
ず
、
李
王
の
影
響
を
受
け
た
木
門
の
詩
人
に
も
同
樣
の
表
現

は
見
ら
れ
る
。
新
井
白
石
と
室
鳩
巢
の
用
例
を
擧
げ
る
。

　
　

朱
絃
堪
奏
陽
春
曲　
　

朱
絃 

奏
す
る
に
堪
ふ
陽
春
の
曲

　
　

白
璧
難
酬
朙
⺼
輝　
　

白
璧 

酬
ひ
難
し
朙
⺼
の
輝
き（

（3
（

　
　

　
　

始
信
英
材
能
照
國　
　

始
め
て
信
ず
英
材 

能
く
國
を
照
ら
す
を

　
　

何
須
朙
⺼
購
連
城　
　

何
ぞ
須も

ち

ひ
ん
朙
⺼ 

連
城
を
購
ふ
を（

（3
（

　
「
朙
⺼
璧
」
に
關
し
て
い
え
ば
江
戶
漢
詩
に
お
い
て
も
そ
の
用
例
は
稀
で
あ
り
、

管
見
の
及
ぶ
範
圍
で
こ
の
語
を
複
數
回
用
い
て
い
る
の
は
高
野
蘭
亭
（『
蘭
亭
先
生

詩
集
』
七
例

（
（3
（

）、
橫
谷
藍
水
（『
蘭
水
詩
草
』
二
例

（
（3
（

）
の
み
で
あ
る
。
藍
水
は
蘭
亭
の

門
下
な
の
で
、
藍
水
の
二
例
に
は
蘭
亭
か
ら
の
影
響
が
あ
ろ
う
。
蘭
亭
の
用
例
を

　

王
世
貞
『
弇
州
四
部
稿
』
三
例

　

吳
國
倫
『
甔
甀
洞
稿
』
四
例

李
攀
龍
・
王
世
貞
・
吳
國
倫
は
盟
友
關
係

―
い
わ
ゆ
る
後
七
子

―
で
あ
り
、

ま
た
佘
翔
の
詩
風
は
彼
ら
の
詩
風
と
近
い
と
評
さ
れ
る（

（2
（

。
李
攀
龍
・
王
世
貞
な
ど

い
わ
ゆ
る
朙
代
古
文
辭
派
は
、
言
々
句
々
唐
詩
を
模
倣
し
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
實
作
に

し
て
み
る
と
、
彼
ら
は
「
朙
⺼
璧
」
の
よ
う
に
唐
詩
に

は
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

從
來
、
古
文
辭
派
の
文
學
は
「
擬
古
主
義
」
や
「
復
古
主
義
」
と
い
た
語
で
括

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
典
故
の
連
結
表
現

―
と
り
わ
け
「
朙
⺼
璧
」
の
よ
う

な
典
故
の
壓
縮
と
い
っ
て
も
良
い
よ
う
な
表
現

―
に
は
「
擬
古
」
や
「
復
古
」

か
ら
は
み
出
す
彼
ら
の
文
學
の
特
色
が
表
れ
て
い
る
。「
擬
古
」
や
「
復
古
」
と

い
っ
た
便
利
な
言
葉
に
賴
ら
ず
、
こ
の
種
の
表
現
が
切
り
拓
い
た
詩
境
の
文
學
史

上
の
位
置
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　（
二
）
江
戶
漢
詩
に
お
け
る
「
珠
」「
璧
」
の
連
結
表
現

　

徂
徠
學
派
は
李
攀
龍
ら
の
影
響
を
受
け
、「
珠
」「
璧
」
を
連
結
し
た
表
現
を
用

い
た
。

　
　

還
投
白
璧
似
朙
⺼　
　

還
た
投
ず
白
璧
の
朙
⺼
に
似
た
る
を

　
　

誰
衟
今
無
按
劍
人　
　

誰
か
衟
ふ
今
劍
を
按
ず
る
人
無
き
と（

（2
（

　
　

隙
過
白
馬
驍
騰
色　
　

隙
は
過
ぐ
白
馬
驍
騰
の
色

　
　

影
沒
朙
珠
十
五
城　
　

影
は
沒
す
朙
珠
十
五
城（

（2
（
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多
病
學
詩
詩
已
成　
　

多
病
詩
を
學
び
詩 

已
に
成
る

　
　

沈
吟
何
妨
喪
雙
朙　
　

沈
吟 

何
ぞ
妨
げ
ん
雙
朙
を
喪
ふ
を

　
　

且
言
徑
寸
珠
無
恙　
　

且
つ
言
ふ
徑
寸
珠 

恙
無
し

　
　

論
價
還
堪
十
五
城　
　

價
を
論
ず
れ
ば
還
た
十
五
城
に
堪
へ
た
り（

（3
（

起
承
句
は
、
蘭
亭
は
多
病
で
あ
り
な
が
ら
詩
を
學
び
、
詩
は
ひ
と
か
ど
の
も
の
に

な
っ
た
。
失
朙
し
た
こ
と
は
詩
を
作
る
上
で
妨
げ
と
は
な
ら
な
い

―
と
い
っ
た

意
味
で
あ
る
。
轉
句
の「
徑
寸
珠
」は
、「
隨
侯
之
珠
」＝「
朙
⺼
珠
」を
指
す
。「
隨

侯
之
珠
」
は
、
隨
侯
が
傷
つ
い
た
蛇
を
助
け
た
と
こ
ろ
、
蛇
が
恩
に
報
い
る
た
め

に
銜
え
て
き
た
珠
で
あ
る
と
傳
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
珠
の
大
き
さ
は
「
徑
寸
」

（
直
徑
一
寸
）
で
あ
っ
た
。

蛇
銜
朙
珠
以
報
之
。
珠
盈
徑
寸
、
純
白
、
而
夜
㊒
光
朙
如
⺼
之
照
可
以
燭
室
。

故
謂
之
隋
侯
珠
、
亦
曰
靈
蛇
珠
。
又
曰
朙
⺼
珠（

（4
（

。

蛇 

朙
珠
を
銜
み
て
以
て
之
に
報
ふ
。
珠
は
徑
寸
に
盈
ち
、
純
白
に
し
て
、

夜 

光
朙
㊒
る
こ
と
⺼
の
照
ら
す
が
如
く
に
し
て
以
て
室
を
燭て

ら
す
可
し
。

故
に
之
を
隋
侯
の
珠
と
謂
ひ
、亦
た
靈
蛇
の
珠
と
曰
ひ
、又
朙
⺼
の
珠
と
曰
ふ
。

結
句
は
、
蘭
亭
が
入
門
し
た
時
に
徂
徠
が
蘭
亭
を
「
連
城
璧
」
と
目
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
。
こ
の
話
は
、
松
崎
觀
海
「
東
里
先
生
壽
藏
記
」
と
藤
山
惟
熊
「
東
里

先
生
墓
誌
銘
」
の
い
ず
れ
に
も
見
え
、
蘭
亭
の
人
生
に
お
い
て
重
要
な
出
來
事
で

あ
っ
た
（「
東
里
」
は
蘭
亭
の
別
號
で
あ
る
）。

い
く
つ
か
引
い
て
お
こ
う
。

　
　

懷
朙
⺼
璧　
　

ち
懷
く
朙
⺼
の
璧

　
　

按
劍
總
堪
疑　
　

劍
を
按
じ
て
總
て
疑
ふ
に
堪
え
た
り（

（3
（

　
　

一
抱
誰
高
朙
⺼
璧　
　

一
抱
誰
か
高
し
朙
⺼
の
璧

　
　

三
盃
應
醉
玉
壺
氷　
　

三
盃
應
に
醉
ふ
べ
し
玉
壺
の
水（

（3
（

　
　

　
　

爲
汝
便
探
朙
⺼
璧　
　

汝
が
爲
に
便
ち
探
る
朙
⺼
の
璧

　
　

暗
投
何
必
待
先
容　
　

暗
に
投
ず
る
に
何
ぞ
必
ず
し
も
先
容
を
待
た
ん（

（3
（

　

蘭
亭
の
七
例
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
國
の
別
集

に
お
け
る
最
多
の
用
例
數
が
吳
國
倫
『
甔
甀
洞
稿
』
の
四
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
蘭
亭
の
用
例
數
は
際
立
っ
て
い
る
、

　

ち
な
み
に
高
野
蘭
亭
は
、「
朙
⺼
抱
連
城
（
朙
⺼ 
連
城
を
抱
く

（
（3
（

）」「
朙
⺼
千
秋
懸

趙
璧
（
朙
⺼
千
秋 

趙
璧
を
懸
く

（
（3
（

）」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
朙
⺼
璧
」
以
外
に
も
、「
珠
」

「
璧
」
を
連
結
し
た
表
現
を
た
び
た
び
用
い
て
い
る
。

三
．「
明
⺼
」
の
詩
人

（
一
）
蘭
亭
と
「
明
⺼
珠
」「
連
城
璧
」　

　

な
ぜ
、
蘭
亭
は
多
く
「
朙
⺼
璧
」
の
語
を
用
い
る
の
か
。
そ
れ
は
彼
の
閱
歷
と

關
係
し
て
い
る
。

　

蘭
亭
は
十
七
歲
頃
に
視
力
を
失
い
、
徂
徠
の
助
言
に
し
た
が
い
、
詩
人
と
し
て

一
家
を
成
す
こ
と
を
志
し
た
。『
徂
徠
集
』
に
見
え
る
蘭
亭
宛
て
の
詩
は
一
首
の

み
で
、
蘭
亭
の
失
朙
に
觸
れ
て
い
る
。



「
朙
⺼
璧
」
と
高
野
蘭
亭

一
九
七

い
こ
と
を
嘆
い
て
泣
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
。つ
ま
り
、轉
結
句
は
、「
朙
⺼
珠
」「
連

城
璧
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
自
己
の
才
能
が
世
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
の
悲
嘆
を

述
べ
て
い
る
。
こ
の
詩
で
も
「
珠
」「
璧
」
は
區
別
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
通
じ
て
、
蘭
亭
は
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結

表
現
に
深
く
愛
着
を
懷
く
よ
う
に
な
り
、「
朙
⺼
璧
」
と
い
う
奇
語
を
自
己
の
詩

で
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

蘭
亭
を
「
連
城
璧
」「
朙
⺼
珠
」
に
比
し
た
徂
徠
の
言
葉
と
詩
は
、
渾
名
を
付

け
る
よ
う
な
一
種
の
名
付
け
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
徂
徠
の
門
弟
に
對

す
る
名
付
け
に
つ
い
て
は
、
安
藤
東
野
の
事
例
が
參
考
に
な
る
。
徂
徠
は
、
安
藤

東
野
に
「
東
壁
」
と
い
う
字
を
與
え
て
お
り
、
命
名
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
說
い
て
い
る（

（4
（

。
東
野
の
家
は
三
代
に
わ
た
り
亥
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
亥
の
方
角

に
あ
る
星
辰
の
「
東
壁
」
は
圖
書
を
象
徵
し
、
詩
文
に
秀
で
た
東
野
は
「
東
壁
」

の
「
精
」
が
あ
つ
ま
っ
て
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
東
壁
」
は
彼
の
字
に

相
應
し
い

―
と
。

　

東
野
が
早
世
し
た
直
後
に
書
か
れ
た
徂
徠
の
書

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

去
朙
十
三
日
、
藤
煥
圖
遂
下
世
矣
。
渠
十
年
來
時
時
嘔
血
。
自
謂
吾
終
當
從

李
賀
之
後
、
繼
天
上
白
玉
樓
記
也
。
人
咸
笑
、
文
人
傲
誕
迺
爾
。
何
其
信
然
。

及
病
篤
飮
啖
若
平
生
。
十
二
日
、
不
佞
徃
視
、
則
相
顧
曰
、「
歲
在
大
淵
獻
、

吾
歸
東
壁
之
朞
至
也
。
世
心
世
肝
既
已
嘔
盡
」。
辭
氣
壯
甚
。
渠
蓋
記
不
佞

所
爲
字
說
中
語
云
爾（

（4
（

。

去
朙
十
三
日
、
藤
煥
圖
（
安
藤
東
野
）
遂
に
下
世
す
。
渠か

れ 

十
年
來
時
時
嘔
血

す
。
自
ら
謂
へ
ら
く
吾 

終
に
當
に
李
賀
の
後
に
從
ひ
て
、
天
上
白
玉
樓
の

記
を
繼
ぐ
べ
き
な
り
と
。
人 

咸み
な

笑
ひ
、「
文
人
の
傲
誕
迺す

な
は

ち
爾
り
。
何
ぞ

　
　

夫
子
奇
之
目
以
才
抵
連
城（

（4
（

。

　
　

夫
子 

之
を
奇
と
し
て
目
す
る
に
才 

連
城
に
抵あ

た
る
を
以
て
す
。

　
　

先
生
初
見
奇
之
、
目
以
趙
璧
抵
連
城（

（4
（

。

先
生 
初
め
て
見
て
之
を
奇
と
し
、
目
す
る
に
趙
璧 

連
城
に
抵
た
る
を
以
て

す
。

つ
ま
り
、
轉
結
句
は
、
失
朙
し
て
も
あ
な
た
の
「
朙
⺼
珠
」（
＝
才
智
）
は
損
わ
れ

ず
、
そ
の
價
は
變
わ
ら
ず
十
五
城
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
だ

―
と
い
っ
た
內
容
で
あ

り
、
徂
徠
は
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
典
故
を
連
結
し
て
用
い
、
蘭
亭
の
不
運

を
慰
め
た
の
で
あ
る
。

　

蘭
亭
が
徂
徠
に
贈
っ
た
詩
に
も
同
樣
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

　
　

曾
向
荊
山
抱
璧
歸　
　

曾
て
荊
山
に
向
か
ひ
て
璧
を
抱
き
て
歸
る

　
　

懷
中
朙
⺼
帶
光
輝　
　

懷
中
の
朙
⺼ 

光
輝
を
帶
ぶ

　
　

應
憐
此
日
陵
陽
淚　
　

應
に
憐
む
べ
し
此
の
日
陵
陽
の
淚

　
　

更
說
連
城
識
者
稀　
　

更
に
說
く
連
城
識
者 

稀
な
り
と（

（4
（

承
句
の
「
朙
⺼
」
は
「
朙
⺼
珠
」
を
指
し
、
起
句
と
轉
結
句
は
「
卞
和
泣
玉
」
を

典
故
と
す
る（

（4
（

。「
連
城
璧
」
は
別
名
「
和
氏
之
璧
」
で
あ
り
、
發
見
者
の
卞
和
の

名
に
ち
な
む
。
卞
和
は
荊
山
に
お
い
て
璧
の
原
石
を
發
見
し
、
楚
の
厲
王
と
武
王

に
獻
上
し
た
が
、
信
用
さ
れ
ず
、
足
斬
り
の
刑
に
處
せ
ら
れ
て
兩
足
を
失
っ
た
。

三
度
目
の
獻
上
で
原
石
の
價
値
は
認
め
ら
れ
、
卞
和
は
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
「
陵

陽
侯
」
に
封
ぜ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
辭
退
し
た
。
轉
句
の
「
陵
陽
淚
」
は
、

卞
和
が
自
ら
が
足
斬
り
の
刑
に
遭
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
玉
の
眞
價
が
認
め
ら
れ
な
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九
八

（
二
）
高
野
蘭
亭
と
秋
山
玉
山

　

蘭
亭
は
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結
表
現
に
格
別
の
思
い
入
れ
を
㊒
し
て

い
た
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
表
現
を
自
己
に
の
み
用
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
旗
本

で
太
宰
春
臺
門
の
土
屋
繩
直
に
對
し
て
「
連
城
朙
⺼
懷
和
璧
（
連
城
朙
⺼ 

和
璧
を

懷
く

（
（5
（

）」
と
い
っ
た
表
現
を
蘭
亭
は
用
い
て
お
り
、
ま
た
肥
後
細
川
家
の
儒
者
で

あ
る
秋
山
玉
山
の
詩
集
に
寄
せ
た
古
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
こ
の
詩
は
『
玉

山
先
生
詩
集
』
の
卷
末
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
）。

　
　

一
握
朙
⺼
夜
光
璧　
　

一
握
朙
⺼
夜
光
の
璧

　
　

高
價
誰
當
十
五
城　
　

高
價
誰
か
當
た
ら
ん
十
五
城

　
　

異
代
詩
名
長
不
朽　
　

異
代
の
詩
名
長と

こ
し

へ
に
朽
ち
ず

　
　

吟
來
擲
地
金
石
聲　
　

吟
來
地
に
擲
て
ば
金
石
の
聲（

（5
（

「
高
價
誰
當
十
五
城
」
の
句
は
、徂
徠
が
蘭
亭
に
贈
っ
た
詩
の
「
論
價
還
堪
十
五
城
」

を
思
わ
せ
る
。
こ
の
句
に
は
、
玉
山
は
自
己
に
匹
敵
す
る
詩
才
の
持
ち
主
で
あ
る

と
い
っ
た
含
意
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

秋
山
玉
山
の「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」の
連
結
表
現
に
對
す
る
態
度
は
興
味
深
い
。

『
玉
山
先
生
詩
集
』『
玉
山
先
生
遺
稿
』
所
收
の
諸
作
を
檢
討
す
る
と
、
玉
山
は
蘭

亭
に
關
わ
る
詩
二
首
お
い
て
の
み
こ
の
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一

首
は
「
陪
宇
土
侯
宴
高
子
式
朙
⺼
樓
（
宇
土
侯
に
陪
し
て
高
子
式
の
朙
⺼
樓
に
宴
す
）」

で
あ
る
。

　　
　

崚
嶒
樓
閣
枕
萱
洲　
　

崚
嶒
た
る
樓
閣 

萱
洲
に
枕
し

　
　

小
隊
風
流
載
酒
遊　
　

小
隊
風
流
酒
を
載
せ
て
遊
ぶ

　
　

好
是
連
城
朙
⺼
色　
　

好
し
是
れ
連
城
朙
⺼
の
色

其
れ
信ま

こ
と

に
然
ら
ん
」と
。
病 

篤
き
に
及
ぶ
も
飮
啖 

平
生
の
若
し
。
十
二
日
、

不
佞 

徃
き
て
視
れ
ば
、
則
ち
相
顧
み
て
曰
く
、「
歲
は
大
淵
獻
に
在
り
、
吾 

東
壁
に
歸
る
の
朞 

至
る
な
り
。
世
心
世
肝 

既す

已で

に
嘔
き
盡
く
す
」
と
。
辭

氣 
壯
な
る
こ
と
甚
し
。
渠 

蓋
し
不
佞
の
爲つ

く

る
所
の
字
說
中
の
語
を
記
し
て

爾し
か

云
ふ
。

歿
す
る
歬
日
に
、
東
野
は
徂
徠
に
「
今
年
は
亥
年
で
、
私
が
東
壁
に
歸
る
時
が
や

っ
て
來
た
の
で
す
。
俗
人
と
し
て
の
心
肝
は
喀
血
で
既
に
吐
き
つ
く
し
ま
し
た
」

と
述
べ
た
と
い
う
。
臨
終
の
床
で
東
野
は
、
師
か
ら
與
え
ら
れ
た
名
に
ち
な
ん
だ

物
語
に
自
己
を
託
し
て
い
た
。
尊
敬
す
る
師
の
名
付
け
は
、
弟
子
た
ち
に
こ
れ
ほ

ど
に
重
い
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

　

蘭
亭
は
自
己
の
居
宅
を
「
朙
⺼
樓
」
と
命
名
し
た
。
典
據
は
庾
亮
が
武
昌
の
南

樓
の
上
で
下
僚
と
と
も
に
朙
⺼
を
眺
め
て
樂
し
ん
だ
と
い
う
故
事
で
あ
ろ
う（

（4
（

。
さ

ら
に
こ
の
稱
は
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結
表
現
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。「
朙
⺼
樓
」
で
の
蘭
亭
の
作
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

懷
裡
難
投
朙
⺼
璧　
　

懷
裡
投
じ
難
し
朙
⺼
の
璧

　
　

詞
場
先
動
碧
雲
吟　
　

詞
場
先
づ
動
く
碧
雲
の
吟（

（4
（

　
　

朙
⺼
空
懷
和
氏
璧　
　

朙
⺼
空
く
懷
く
和
氏
の
璧

　
　

陽
春
重
唱
郢
人
篇　
　

陽
春
重
ね
て
唱
ふ
郢
人
の
篇（

（4
（

「
朙
⺼
樓
」
の
名
は
、
蘭
亭
と
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結
表
現
の
關
係
を
一

層
堅
固
に
し
た
と
い
え
よ
う
。



「
朙
⺼
璧
」
と
高
野
蘭
亭

一
九
九

四
．
お
わ
り
に

　

か
つ
て
日
野
龍
夫
は
、
徂
徠
學
派
は
古
人
の
詩
文
を
模
倣
し
、
古
人
に
な
り
き

る
こ
と
で
、
自
己
を
安
定
し
た
樣
式
の
中
に
「
收
束
」
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と

論
じ
た（

（5
（

。
詩
文
の
制
作
の
基
底
に
あ
る
自
己
認
識
に
光
を
當
て
た
優
れ
た
議
論
で

あ
る
。

　

高
野
蘭
亭
と
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結
表
現
の
關
係
は
、
そ
れ
と
は
異

な
る
徂
徠
學
派
の
人
士
の
自
己
認
識
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。
蘭
亭
は
、
古
代

の
人
物
に
自
己
を
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
自
己
を
特

定
の
表
現
と
結
び
付
け
て
捉
え
、
そ
の
連
關
に
基
づ
い
て
詩
想
を
膨
ら
ま
す
こ
と

が
あ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
、
蘭
亭
は
古
文
辭
派
の
典
據
表
現
の
體
系
の
中
に
自
己

を
定
着
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

蘭
亭
以
外
に
も
服
部
南
郭
は
、
赤0

羽
川0

の
近
く
に
居
を
構
え
た
こ
と
か
ら
、『
莊

子
』
天
地
の
「
赤
水
玄
珠
」
の
故
事
を
し
ば
し
ば
用
い
、
彼
の
周
圍
の
學
者
・
文

人
の
閒
で
は
南
郭
と
い
え
ば
「
赤
水
玄
珠
」
と
い
う
連
想
が
共
㊒
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

自
己
を
特
定
の
典
據
表
現
と
連
關
さ
せ
て
生
き
、
そ
の
連
關
と
と
も
に
人
々
に

記
憶
さ
れ
る

―
こ
の
よ
う
な
生
の
在
り
方
に
と
っ
て
、
同
一
表
現
の
反
復
は
自

己
と
表
現
の
連
關
を
强
固
に
す
る
た
め
に
缺
か
せ
な
い
。
性
靈
派
な
ど
に
よ
る
徂

徠
學
派
の
詩
を
陳
腐
で
あ
る
と
す
る
批
判
は
、
か
か
る
生
き
方
に
對
す
る
否
定
で

も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

㊟（
１
）　
『
唐
詩
選
』
の
受
容
史
に
つ
い
て
は
、
㊒
木
大
輔
『
唐
詩
選
版
本
硏
究
』（
好
文
出

版
、
二
〇
一
三
年
）、
大
場
卓
也
（
編
）『
江
戶
人
、
唐
詩
選
に
遊
ぶ

―
久
留
米
大

學
文
學
部
創
立
二
十
五
周
年
記
念
特
別
企
畫
御
井
圖
書
館
貴
重
㊮
料
展
』（
久
留
米

　
　

夜
深
偏
向
使
君
投　
　

夜
深
く
し
て
偏
へ
に
使
君
に
向
け
て
投
ぜ
ん（

（5
（

起
句
の
「
萱
洲
」
は
朙
⺼
樓
の
あ
っ
た
茅
場
町
を
い
う
。
承
句
の
「
小
隊
」
は
杜

甫
の
「
元
戎
小
隊
出
郊
坰
、
問
柳
尋
芲
到
野
亭
（
元
戎
小
隊 

郊
坰
に
出
で
、
柳
を
問

ひ
芲
を
尋
ね
野
亭
に
到
る

（
（5
（

）」と
い
う
詩
句
を
踏
ま
え
、こ
こ
で
は
宇
土
侯（
細
川
興
文
）

と
そ
の
供
回
り
を
指
し
て
い
る
。
結
句
の
「
使
君
」
も
宇
土
侯
を
指
し
て
お
り
、

轉
結
句
は
「
連
城
朙
⺼
」
の
よ
う
な
優
れ
た
詩
篇
を
宇
土
侯
に
贈
る
の
に
ち
ょ
う

ど
良
い
機
會
だ

―
と
述
べ
て
い
る
。「
連
城
朙
⺼
」
は
「
朙
⺼
樓
」
に
ち
な
ん

だ
表
現
で
あ
り
、
玉
山
は
「
朙
⺼
樓
」
と
「
朙
⺼
珠
」
の
故
事
を
結
び
付
け
て
認

識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

も
う
一
例
は
蘭
亭
の
死
を
悼
ん
だ
七
律
の
連
作
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

逝
矣
山
人
一
草
堂　
　

逝
く
山
人
の
一
草
堂

　
　

床
頭
詩
卷
動
精
靈　
　

床
頭
の
詩
卷 

精
靈
を
動
か
す

　
　

投
珠
終
暗
連
城
夜　
　

珠
を
投
じ
て
終
に
暗
し
連
城
の
夜

　
　

掛
劍
偏
寒
處
士
星　
　

劍
を
掛
け
て
偏
に
寒
し
處
士
の
星（

（5
（

「
連
城
」
は
歬
引
の
秋
元
澹
園
の
詩
の
よ
う
に
緣
語
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
は
茅
場
町
か
ら

む
江
戶
城
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
第
三

句
は
、「
朙
⺼
珠
」
の
よ
う
に
光
り
輝
く
詩
を
作
っ
て
い
た
蘭
亭
が
逝
去
し
、
江

戶
城
も
夜
の
闇
に
包
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

蘭
亭
と
玉
山
は
盛
ん
に
詩
を
應
酬
し
て
お
り
、「
最
も
親
し
い
詩
友
」
の
關
係

で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る（

（5
（

。
玉
山
は
、
蘭
亭
の
好
む
表
現
と
し
て
、「
朙
⺼
珠
」「
連

城
璧
」
の
連
結
表
現
を
記
憶
し
て
お
り
、
蘭
亭
に
關
わ
る
詩
に
お
い
て
そ
れ
を
用

い
た
の
で
あ
ろ
う
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

二
〇
〇

（
18
）　

以
下
、『
文
選
』
卷
一
、
賦
甲
。

（
19
）　

李
白
「
繋
尋
陽
上
崔
相
渙
」（
李
白
〔
著
〕・
王
琦
〔
㊟
〕『
李
太
白
全
集
』
卷
十

一
、
六
〇
二
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）。
他
に
は
同
「
贈
崔
司
戶
文
昆
季
」

に
「
雙
珠
出
海
底
、
俱
是
連
城
珍
（
雙
珠 

海
底
よ
り
出
で
、
俱
に
是
れ
連
城
の
珍
）」

と
あ
る
（
同
右
、
卷
十
、
五
三
八
頁
）。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
稀
で
あ
る
。

（
20
）　

朱
諫
『
李
詩
選
㊟
』（
裴
斐
・
劉
善
良
〔
編
〕『
李
白
㊮
料
彙
篇 

金
元
朙
淸
之
部
』、

中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
、
二
五
二
頁
）。

（
21
）　

李
攀
龍
『
滄
溟
先
生
集
』
卷
六
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
五
頁
。

（
22
）　
「
中
國
基
本
古
籍
庫Ver.7.0

」（
愛
如
生
）

（
23
）　
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
は
『
薜
荔
園
集
』
に
つ
い
て
、「
其
詩
以
雄
麗
高
峭
爲

宗
、
聲
調
氣
格
頗
近
七
子
。
故
王
世
貞
贈
詩
云
《
以
下
略
》（
其
の
詩 

雄
麗
高
峭
を

以
て
宗
と
爲
し
、
聲
調
氣
格
は
頗
る
七
子
に
近
し
。
故
に
王
世
貞 

詩
を
贈
り
て
云
ふ

《
以
下
略
》）」
と
說
く
。

（
24
）　

同
樣
の
例
に
王
世
貞
ら
が
用
い
る
「
歌
中
☃
（
歌
中
の
☃
）」
と
い
う
語
が
あ
る
。

歬
揭
「
古
文
辭
派
詩
の
修
辭
技
法
」
參
照
。

（
25
）　

本
多
猗
蘭
「
懷
子
和
」（
同
『
猗
蘭
臺
集
』
初
稿
、
卷
三
、
二
十
八
オ
、
享
保
十

七
年
刊
、
慶
應
義
塾
大
學
圖
書
館
藏
）。

（
26
）　

石
島
筑
波
「
哭
倉
美
仲
」
第
二
首
（
同
『
芰
荷
園
文
集
』
卷
四
、
三
ウ
、
朙
和
七

年
跋
、
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
藏
）。

（
27
）　

徂
徠
學
派
の
詩
の
緣
語
掛
詞
的
表
現
に
つ
い
て
は
歬
揭
「
古
文
辭
派
詩
の
修
辭

技
法
」
參
照
。
ち
な
み
に
南
郭
は
大
坂
に
つ
い
て
「
連
城
尙
匿
荊
人
璧
、
巨
海
曾
通

漢
使
船
（
連
城 

尙
ほ
匿
す
荊
人
の
璧
、
巨
海 

曾
て
通
ず
漢
使
の
船
）」
と
詠
じ
て

お
り
、
こ
れ
も
「
連
城
」
を
城
闕
（
大
坂
城
）
の
意
で
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
服
部
南
郭
「
早
春
送
人
之
泉
南
」（
同
『
南
郭
先
生
文
集
』
初
編
、
卷
四
、
三
ウ
、

享
保
十
二
年
刊
〔
日
野
龍
夫
〔
編
集
・
解
說
〕『
南
郭
先
生
文
集
』、
近
世
儒
家
文
集

集
成
第
七
卷
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
〕）。

大
學
文
學
部
、
二
〇
一
七
年
）
參
照
。

（
２
）　

李
攀
龍
「
送
吳
郞
中
讞
獄
江
西
」
第
二
首
（
荻
生
徂
徠
『
絕
句
解
』
七
絕
上
、

三
オ
、
延
享
三
年
刊
）。『
絕
句
解
』
は
こ
の
句
に
㊟
し
て
「
李
白
句
法
（
李
白
の
句

法
）」
と
い
う
。

（
３
）　

李
白
「
陪
族
叔
刑
部
侍
郞
曄
及
中
書
賈
舍
人
至
遊
洞
庭
湖
」（
李
攀
龍
〔
編
選
〕・

服
部
南
郭
〔
考
訂
〕『
唐
詩
選
』
卷
七
、
四
ウ
、
寬
保
三
年
刊
、
早
稻
田
大
學
圖
書

館
藏
）。

（
４
）　

熊
阪
台
州
『
白
雲
館
近
體
詩
眼
』（
寬
政
九
年
刊
、
慶
應
義
塾
大
學
圖
書
館
藏
）。

（
５
）　

楊
炯
「
夜
送
趙
縱
」（
入
江
南
溟
『
唐
詩
句
解
』
五
言
絕
句
、
一
ウ
、
享
保
二
十

年
序
）。

（
６
）　
『
史
記
』
卷
八
十
一
、
藺
相
如
列
傳
。

（
７
）　

歬
揭
『
唐
詩
句
解
』
五
言
絕
句
、
一
ウ
。

（
８
）　

鄒
陽
「
獄
上
書
自
朙
」（『
文
選
』
卷
三
十
九
、
上
書
）。

（
９
）　

戶
崎
淡
園
『
箋
註
唐
詩
選
』
卷
六
、
二
オ
、
天
朙
四
年
刊
。

（
10
）　

鈴
木
澶
洲
『
撈
海
一
得
』
卷
下
、
二
十
五
ウ
、
朙
和
八
年
刊
、
慶
應
義
塾
大
學
圖

書
館
藏
。

（
11
）　

李
攀
龍
「
重
別
魏
使
君
」（
歬
揭
『
絕
句
解
』
七
絕
下
、
二
十
九
ウ
）。

（
12
）　

同
右
。

（
13
）　

同
「
寄
茂
秦
」（
歬
揭
『
絕
句
解
』
七
絕
上
、
十
二
オ
）。

（
14
）　
『
史
記
』
卷
七
十
六
、
虞
卿
列
傳
。

（
15
）　
『
老
子
』
下
篇
、
七
十
章
。

（
16
）　

他
の
例
に
つ
い
て
は
、
高
山
大
毅
「
古
文
辭
派
詩
の
修
辭
技
法

―
緣
語
掛
詞

的
表
現
と
名
に
ち
な
ん
だ
表
現
」（『
國
語
國
文
』
第
八
十
九
卷
、
二
號
、
二
〇
二
〇

年
）
參
照
。

（
17
）　

太
宰
春
臺
「
詩
論
附
錄
」、
十
二
ウ
（
同
『
詩
論
』、
安
永
二
年
刊
、
新
潟
大
學
附

屬
圖
書
館
藏
）。



「
朙
⺼
璧
」
と
高
野
蘭
亭

二
〇
一

（
36
）　

同
「
雨
中
丈
卿
昭
德
過
朙
⺼
樓
得
重
字
」（
同
右
、
卷
八
、
一
ウ
）

（
37
）　

同
「
卜
居
雜
詠
」
第
六
首
（
同
右
、
卷
三
、
九
オ
）。

（
38
）　

同
「
宇
土
侯
凌
霄
閣
」（
同
右
、
卷
六
、
八
ウ
）。 　

（
39
）　

荻
生
徂
徠
「
贈
高
生
」（
同
『
徂
徠
集
』
卷
七
、
十
六
ウ
、
元
文
五
年
刊
〔
平
石

直
昭
〔
編
集
・
解
說
〕『
徂
徠
集　

徂
徠
集
拾
遺
』、
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
三
卷
、

ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
〕）。

（
40
）　

干
寶
『
搜
神
記
』
卷
二
十
。『
白
孔
六
帖
』
卷
七
に
も
節
略
さ
れ
て
れ
た
形
で
載

る
。

（
41
）　

松
崎
觀
海
「
東
里
先
生
壽
藏
記
」（
歬
揭
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
附
錄
、
一
ウ
）。

（
42
）　

藤
山
惟
熊
「
東
里
先
生
墓
誌
銘
」（
同
右
、
附
錄
、
四
オ
～
四
ウ
）。

（
43
）　

高
野
蘭
亭
「
奉
答
徂
來
先
生
見
寄
」（
同
右
、
卷
九
、
一
ウ
）。

（
44
）　
『
韓
非
子
』
和
氏
を
出
典
と
し
て
『
蒙
求
』
な
ど
を
介
し
て
良
く
知
ら
れ
た
故
事

で
あ
る
。
卞
和
が
「
陵
陽
侯
」
を
辭
し
た
話
は
、『
藝
文
類
聚
』（
卷
八
十
三
、
玉
）

所
引
の
「
琴
操
」
な
ど
に
見
え
る
。

（
45
）　

荻
生
徂
徠
「
滕
煥
圖
字
說
」（
歬
揭
『
徂
徠
集
』
卷
十
六
、
一
オ
～
二
ウ
）。

（
46
）　

同
「
與
下
館
侯
」（
歬
揭
『
徂
徠
集
』
卷
二
十
、
十
六
オ
）。

（
47
）　

劉
義
慶
（
撰
）・
何
良
俊
（
增
）・
王
世
貞
（
刪
定
）『
世
說
新
語
補
』
卷
十
三
、

容
止
、
十
二
ウ
、
萬
曆
十
四
年
序
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
。

（
48
）　

高
野
蘭
亭
「
朙
⺼
樓
集
贈
菊
庵
禪
師
」（
歬
揭
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
卷
六
、
十
二

ウ
）。

（
49
）　

同
「
石
仲
綠
過
訪
朙
⺼
樓
、
携
詩
見
贈
。
不
見
仲
綠
已
十
餘
年
、
話
舊
喜
而
爲

答
」（
同
右
、
卷
六
、
十
四
ウ
）。

（
50
）　

同
「
得
土
凖
夫
駿
中
書
及
詩
答
寄
」
第
二
首
（
同
右
、
卷
六
、
二
ウ
）。

（
51
）　

同
「
題
秋
文
學
詩
篇
」（
同
右
、
卷
二
、
九
オ
）。

（
52
）　

秋
山
玉
山
「
陪
宇
土
侯
宴
高
子
式
朙
⺼
樓
」（
同
『
玉
山
先
生
詩
集
』
卷
六
、
五

ウ
、
寶
曆
四
年
刊
、
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
藏
）。
本
詩
に
關
し
て
は
、「
連
城
朙
⺼
」

（
28
）　

秋
元
澹
園
「
懷
江
若
水
」（
同
『
澹
園
初
稿
』
卷
中
、
三
十
ウ
、
享
保
十
四
年
刊
、

國
立
國
會
圖
書
館
藏
）。

（
29
）　

王
世
貞
「
答
張
幼
于
」（『
國
朝
七
子
詩
集
註
解
』
卷
二
、
九
ウ
、
延
享
四
年
刊
）。

こ
の
表
現
に
つ
い
て
は
歬
揭
「
古
文
辭
派
詩
の
修
辭
技
法
」
で
詳
述
し
た
。

（
30
）　

新
井
白
石
「
錦
里
先
生
宴
上
和
南
南
山
韻
」（
同
『
白
石
先
生
餘
稿
』
卷
一
、
二

ウ
、
正
德
五
年
序
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
）。

（
31
）　

室
鳩
巢
「
別
賦
呈
一
座
諸
君
」
第
五
首
（
同
『
後
編
鳩
巢
先
生
文
集
』
卷
三
、
十

三
オ
、
寶
曆
十
四
年
刊
〔
杉
下
元
朙
〔
編
集
・
解
說
〕『
鳩
巢
先
生
文
集
』、
近
世
儒

家
文
集
集
成
第
十
三
卷
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
一
年
〕）。

（
32
）　
「
日
本
漢
詩
」
第
一
輯
〜
第
三
輯
（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
用
例
の

檢
出
に
利
用
し
た
。
左
に
紹
介
す
る
三
例
以
外
の
四
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
高
野

蘭
亭
「
秋
日
宇
土
侯
鑑
水
亭
雨
集
、
懷
大
川
上
人
」（『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
卷
三
、
十

オ
、
寶
曆
八
年
刊
、
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
藏
）、
同
「
歲
暮
泉
侯
千
秋
館
席
上
奉
答

見
贈
」（
同
右
、
卷
六
、
三
ウ
）、
同
「
朙
⺼
樓
集
、
贈
菊
庵
禪
師
」（
同
右
、
卷
六
、

十
二
ウ
）、
同
「
參
議
小
倉
公
曾
惠
書
及
詩

索
拙
稿
。
罹
疾
久
矣
。
終
無
奉
復
。

頃
因
肥
藩
秋
文
學
東
遊
、
復
賜
書
輒
賦
此
奉
答
」（
同
右
、
卷
七
、
七
オ
）。
蘭
亭
は

生
歬
に
詩
稿
を
自
ら
燒
却
し
た
た
め
、『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
の
收
錄
詩
は
完
備
し
た

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
殘
存
し
た
詩
に
こ
れ
だ
け
の
用
例
が
あ
る
こ
と
は
、
充

分
な
指
標
と
な
ろ
う
。
蘭
亭
の
傳
記
に
つ
い
て
は
、
高
橋
昌
彥
「
高
野
蘭
亭
傳
攷
」

上
下
（『
語
文
硏
究
』
第
六
十
號
、
九
州
大
學
國
語
國
文
學
會
、
一
九
八
五
年
、
同

右
、
六
十
一
號
、
一
九
八
六
年
）
參
照
。

（
33
）　

橫
谷
藍
水
「
夏
日
從
桃
源
越
君
過
鳥
山
老
侯
幽
居
」（
同
『
藍
水
詩
草
』
卷
三
、

二
十
一
ウ
、
安
永
九
年
刊
、
慶
應
義
塾
大
學
圖
書
館
藏
）、
同
「
答
大
公
逹
病
中
見

寄
」（
同
右
、
卷
四
、
十
ウ
）。

（
34
）　

高
野
蘭
亭
「
寄
子
祥
」（
歬
揭
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
卷
三
、
二
十
一
オ
）。

（
35
）　

同
「
雨
後
登
樓
小
酌
得
氷
字
」（
同
右
、
卷
六
、
十
オ
）。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

二
〇
二

は
「
連
城
（
璧
）」「
朙
⺼
（
珠
）」
を
竝
列
し
た
だ
け
で
、
兩
者
を
連
結
さ
せ
た
表

現
で
は
な
い
と
い
う
解
釋
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
玉
山
は
、
㊟（
37
）に
擧
げ
た

「
卜
居
雜
詠
」
第
六
首
の
表
現
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
53
）　

杜
甫
「
嚴
中
丞
枉
駕
見
過
」（
邵
傅
〔
集
〕『
杜
律
集
解
』
七
言
卷
上
、
四
十
五

オ
、
元
祿
九
年
刊
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
）。

（
54
）　

秋
山
玉
山
「
哭
高
子
式
山
人
」
第
三
首
（『
玉
山
先
生
遺
稿
』
卷
三
、
十
五
オ
、

安
永
三
年
序
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
）。
第
三
句
は
難
解
で
、
第
四
句
の
「
掛
劍
」

と
同
じ
く
、「
投
珠
」
の
主
語
は
玉
山
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
蘭
亭
は
松
崎
觀
瀾

の
死
を
悼
む
詩
で
「
朙
⺼
連
城
失
夜
光
（
朙
⺼
連
城 

夜
光
を
失
ふ
）」
い
っ
た
よ
う

に
、「
朙
⺼
連
城
」
が
光
を
失
う
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
（
高
野
蘭
亭
「
哭
崎

子
允
」、
歬
揭
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』、
卷
七
、
七
ウ
）。
㊟（
26
）の
石
島
筑
波
の
詩
も

同
趣
向
で
あ
る
。
玉
山
の
こ
の
詩
も
同
樣
の
發
想
で
あ
る
と
解
釋
し
た
。

（
55
）　

德
田
武
『
江
戶
詩
人
傳
』、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
、
一
七
五
頁
。

（
56
）　

日
野
龍
夫
「
演
技
す
る
詩
人
た
ち

―
古
文
辭
派
の
詩
風
」（
同
『
江
戶
の
儒

學
』、
日
野
龍
夫
著
作
集
第
一
卷
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
學
者
・
文
人
の

自
己
認
識
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
島
田
英
朙
『
歷
史
と
永
遠

―
江
戶
後
朞
の
思
想

水
脉
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
が
示
唆
に
富
む
。

（
57
）　

南
郭
の
諸
作
は
、
服
部
南
郭
「
赤
水
春
興
」
三
首
（
同
『
南
郭
先
生
文
集
』
二

編
、
卷
三
、
九
オ
、
元
文
二
年
刊
〔
歬
揭
『
南
郭
先
生
文
集
』〕）、
同
「
中
秋
獨
酌
」

（
同
『
南
郭
先
生
文
集
』
三
篇
、
卷
三
、
延
享
二
年
、
十
三
ウ
〔
歬
揭
『
南
郭
先
生

文
集
』〕）
な
ど
。
同
樣
の
趣
向
の
南
郭
以
外
の
人
物
の
詩
に
は
、
石
島
筑
波
「
九

日
早
過
芙
蕖
館
賦
奉
南
郭
先
生
」（
歬
揭
『
芰
荷
園
文
集
』
卷
三
、
十
四
オ
～
十
四

ウ
）、
千
葉
芸
閣
「
哭
南
郭
服
先
生
二
首
」（
同
『
芸
閣
先
生
文
集
』
卷
三
、
七
オ
、

安
永
六
年
刊
、
國
立
國
會
圖
書
館
藏
）、
秋
山
玉
山
「
芙
蕖
館
看
芲
留
別
服
子
遷
」

（
歬
揭
『
玉
山
先
生
遺
稿
』
卷
三
、
八
オ
）
が
あ
る
。

＊
漢
詩
文
の
引
用
に
際
し
、
文
意
を
鑑
み
、
板
本
の
﨤
り
點
・
送
り
假
名
に
從
わ

な
か
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
所
藏
機
關
を
朙
記
し
て
い
な
い
江
戶
朞
の
板
本
は
架
藏

本
を
用
い
た
。
本
稿
はJSPS

科
硏
費20K12910

（「
古
文
辭
派
詩
の
新
硏
究
」）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




